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1. はじめに  

地域社会の課題解決を通じた教育を目的に，新

たな学部や研究科が設置されている．本研究では，

国立大学法人の中から学部名に「地域」を含む 8

大学を対象に，共通点と相違点を分析する 1)．  

2. 方法  

分析データは，大学ポートレートに記載されて

いる 8 大学の該当学部のディプロマ・ポリシー

（DP），学長訓示の 2種類の文書を用いた（表 1）．

分析方法は，情報検索やテキストマイニングの分

野において広く用いられている tf-idf (term fre-

quency inverse document frequency) 2)の値を使って

特徴となるキーワードを抽出し，2 種類の文書を

比較した．tf-idf は値が大きいほど，特徴的な語句

であることの数量的な評価を示す尺度である．  

表 1 学部名に「地域」が含まれる 8 大学  

 大学名  学部名（設置年）  

A 山形大学  地域教育文化学部（2005）  

B 宇都宮大学  地域デザイン科学部（2016）  

C 岐阜大学  地域科学部（1996）  

D 鳥取大学  地域学部（2004）  

E 福井大学  国際地域学部（2016）  

教育地域科学部（1999）  

F 高知大学  地域協働学部（2015）  

G 佐賀大学  芸術地域デザイン学部（2016）  

H 宮崎大学  地域資源創成学部（2016）  

3. 結果と考察  

キーワード「地域」の tf-idf について，DP にお

ける tf-idfを横軸に，学長訓示における tf-idf を縦

軸にプロットした（図 1）．次に，学長訓示の特徴

語として，農学，工学，医学などの学部を表す語

句の出現に注目し，8 大学の実際の学部構成を調

査した（表 2）．図 1 右上にプロットされた大学は

DP，学長訓示のどちらにおいても「地域」が特徴

語となっており，「地域」を大学の強みとしてい

る可能性が高い．一方で左下にプロットされた大

学は学長訓示においては「地域」という語句が出

現していないことから，現時点での大学の強みと

しては，「地域」以外の優先課題をもっている可

能性がある．表 2 からは，（工，農，医，教育）

の学部を有する大学は，地域とのつながりを強み

としている可能性が考えられる．  

図 1 キーワード「地域」の各文書における tf-idf 

 

表 2 学長訓示中の語句出現数と実際の学部数  

（8 大学中）  工  農  医  教育  

学長訓示  6 4 5 7 

実際の学部  8 6 7 7 

4. まとめ  

「地域」に着目して各大学の特色を分析した．

今後の課題として同義語を含めた分析や各大学

の歴史的背景も同時に分析する予定である．  
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